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Abstract
 
Some recent surveys revealed that many Japanese have difficulty in developing
 
self-affirmation skills,life skills,and the ability to think on their own,and to relate
 
to others. These abilities and skills are at the very foundation of existence,and
 
surveys seem to suggest the importance of early childhood education in the forma-
tion of self in children.
In kindergartens, topics related to “life”and “living”frequently appear and
 
these topics are often taken up in educational activities. Children learn how to live,
after all,from the experiences they undergo,and this is particularly true for children
 
at kindergarten age who are in the process of gaining independence and for whom
 
everyday life itself is a learning experience.
Teachers play a major role in building the kindergarten environment. In order
 
for education goals to be achieved, it is crucial that the teachers understand and
 
evaluate the individual and collective growth of children,and reflect and apply the
 
learning to their everyday educational practices.
In this study,we look into some studies and practices aimed at building a good
 
environment for children from four perspectives. We hope that all adults involved
 
with children during their growth period will learn that there are so many opportu-
nities for education in everyday life and that they must take advantages of these
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もが自信を付けたり、生活に活気が生まれていく
姿を多く見ることが出来た。
〝生活"には、毎日同じ事を繰り返すという代わ
り映えのしない単調な印象があるが、このことが
大変重要なのだ。特に、子どもにとっていつもと
同じという事が安定した精神と実力を付けること
に繫がっている。
幼稚園は体験学習の場である。が、子どもが受
け身で何かを教わることに止まらず、子ども自身
がわくわくしながら自ら学ぼうとする場でありた
い。
しかし、実際には、指導計画をスムーズに進め
ようとするあまり教師からの指示語が多くなった
り、大人が集団行動を大事にするあまり同じ事が
出来ない子どもを他児と比較したりしていないだ
ろうか。
これまでと同じ活動内容であっても、活動を語
る時に「子どもに～させる」という表現から「子
どもが～する」という表現に変えるだけで、子ど
もが主体的に活動出来る場が見えるようになり、
子どもが参加できる場を増やせると私は考えてい
る。
園生活での学習を実り多いものにする為にも、
子ども自身が失敗や試行錯誤等の実感を伴う体験
をすることが必要だ。
実感を伴う生活は、苦労もあるが、喜びもある。
それは、子どもの内面に自己責任感を培うことに
も繫がる。
教師は、子ども一人ひとりの成長の時期やス
ピードが異なる事を理解し、個人差を考慮しつつ
対応し、個人でも集団でも成長している姿を見取
ることの出来る力を是非とも身につけたいものだ。
それぞれの園で、〝子どもはお客ではなく、主体
的に生活する主人公である"と言える園生活を目
指して環境づくりを行うならば、子どもにとって
喜びはどれほど大きいことだろう。
第２章 子どもの出番を作る
大人は、ともすると子どもの幼さと無力な様子
に思わず手を差し伸べてしまう。
けれども、実は、子どもには素晴らしい力が秘
められている。それは、大人には予想しがたい優
れた力が出番を待っているとも言えよう。
幼稚園では、子どもが個人としても集団として
も自己発揮できるよう園生活を組み立てている。
初めは小さな動作であっても、それを繰り返した
り、それに関連づけながら発展させると、子ども
にとって無理なく出番を増やせる。
出番とは、他者に見せるという意味でも、発表
するという意味でもない。他者との関わりの中で、
自分が自分であるということを実感する積み重ね
である。
ここでは、日常の出来事の中に子どもが主体的
に関わる場面が豊かにあると実感した実践例を取
り上げる。
１．先生を手伝う
幼稚園では、教師が母（父）親代わりである。
家庭・家族から離れても、子どもが安心して過ご
せるよう、教師は子どもとの信頼関係を最優先に
し、積極的に関わる。
その際、子どもが教師を手伝う場面を出来るだ
け多く作るというのも有効だ。教師が指名して手
伝いを頼む時もあれば、子どもの方から手伝いた
いと申し出る時もある。いずれであっても、手伝
いを通して、年齢を超えた人間同士の温かい心の
通い合いが生まれる。教師は、お礼の言葉に〝あ
なたに頼んでよかった、助かったよ"という思い
を込める。その言葉を受け止めた子どもは、きっ
とハッピーな気分で一日を過ごすことだろう。さ
らに、ハッピーな気分は接する他の子どもにも伝
わり、小さいながらも嬉しい波紋が広がっていく
のである。
手伝いを頼む時に大切にしていることの一つが、
子どもに〝断る自由"を認めることだ。子どもは、
大人の期待感に敏感に反応することがある。どう
して欲しいのか、という大人の思いを読み取る力
が備わっているのだろう。その様な傾向を踏まえ、
教師は子どもの意思を確認する。「する」、「しない」
いずれの返事に対しても、教師は同様の態度で対
応するよう心がけたい。自分がすると決めた場合
は真剣そのもので、子どもは終わりまで責任を
持ってやり遂げることが出来る。やり遂げた後、
何とも良い表情で終了を報告する。このような姿
から、どんなに小さな手伝いでも自分がするとい
う意思表示はとても大切なことと実感した。
二つ目は、手伝った子どもに必ずお礼を言うこ
とである。お礼を言われた子どもは満面の笑み。
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照れが強い子どもでも、やはり嬉しそうだ。直後
に言えない場合も覚えておき、「さっきはどうもあ
りがとう」と言うようにする。この様な時の為に
も、教師の心には子どもの数だけ引き出しを用意
しておきたい。教師には、日頃から個々の子ども
をよく観察し、掛け替えのない存在として理解し
ようとする姿勢が求められる。また、普段から大
人が子どもに対してお礼の言葉を掛けることによ
り、子どもも受けた親切に対する謝意を表す言葉
を自然に出せるようになると思うのだ。
三つ目は、頼む内容は相手によって工夫（試行
錯誤）する必要があるが、正確さについてはきち
んと要求することだ。幼児期は正確さを喜ぶ年齢
であり、要求が明確であれば、子ども自身が〝出
来た"ことが分かる。自分が自分のしたことを評
価できるというのも、子どもにとって魅力的なの
である。
事例：「お知らせバサミ」
Ｄ園では、家庭に持ち帰るプリントを個人用
ファイル「お知らせバサミ」に挟む。プリントを
折り、ファイルの金具に挟み、ファイルを二つ折
りにしてゴムを掛ける、という作業手順だ。
この作業を主に子どもから見える場所で行った
が、こうすれば、教師からは子どもの自然な言動
や状況などをより多くより近くで知ることが出来、
また、子どもが大人の手や存在を必要とする時に
速やかに応えることが出来ると考えたからだ。
初め、教師側には手伝ってもらうつもりがな
かったが、結果として子どもが力を発揮する場と
なったのがこの「お知らせバサミ」作業だ。
興味を持った子どもが、「僕もやりたい」と申し
出た。子どもが誰か一人何かをしていれば、大抵、
他の子どもが関心を寄せる。やがて、「私もやりた
い」と言う子どもが出てくる。中には、長い時間、
じっと作業を見ている子どももいる。
「お知らせバサミ」を通した関わりから、今まで
知らなかった子どもの新しい面を発見するチャン
スが与えられ、子ども同士の関わりがより豊かに
なったと感じている。
～場面１ やりがい～
年長女Ｂ「今日はお手紙ある？」
教師「無いの。明日はあるんだけど。」
Ｂ「じゃ、明日するから取っといてね?」
翌日、当然のように作業を手伝ったＢだ。
別の日のこと。
Ｂが手伝いを始めて間もなく、教師が他から呼
ばれて席を外した。そこで作業は中断された。待
つこと20分余り。教師は内心、Ｂは待ちくたびれ
て遊びに行ったかもしれない、と思っていた。け
れども、戻ってみると、20分前のままだった。そ
の後、何事もなかったように作業が再開したのだ。
Ｂから長く待たされたことへの不満が出なかった
のも驚いたが、それ以上に、Ｂが本当に自分のや
りたいことに出合えているのだと実感することが
出来た。
～場面２ 協働～
その日は、手が余りそうなくらい手伝いたい子
どもの数が多かった。自分は入れないと早々に見
切りを付けて遊びに行った子どももいたが、どう
してもやりたい気持ちの10名ほどが残った。手伝
い経験者が半数くらいいたので、教師は子どもに
作業を任せていた。
「私、こっちやる」、「じゃあ、僕○○組のをする」
と短時間の内に分かれ、ファイルを年齢別に分け
る作業が始まった。
Ｃは作業に入れずにいたが、諦めきれないのか
そこから離れずに作業の様子を見ていた。
その内、ＣはＤのそばから作業に手を出し始め
た。Ｄは黙認。どうやら、Ｄは勢いよく作業を始
めたが、次第に荷が重くなっていたところにＣが
援護に入ってくれたと捉えたようだ。
どうなることかと見ていたが、ちょうど良いタ
イミングに感心した。
～場面３ 分担－⑴～
Ｅはファイルを開く、Ｆは教師がプリントを挟
み終えたファイルを閉じてゴムを掛ける、Ｇはそ
れを箱に入れる。この見事な分業は、その場に居
合わせた子ども同士で決めたものだ。Ｇは年少児
である。年中児Ｅと年長児Ｆが配慮しての分担は
見事だった。
～場面４ 分担－⑵～
Ｈは、何度も手伝ったことのある年長女児だ。
その日も数人かで作業中、その中のＩがトイレに
立ち、抜けた。すると、Ｈは何事も無かったかの
ようにＩの持ち場も併せて手早く作業を続けてい
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る。しばらくしてＩが戻ってくると、再び、何事
も無かったかのように自分の持ち場のみの作業を
続けた。
彼女の余りにも自然で見事な対応に、非常に驚
き、感心した。
～場面５ 居場所～
Ｊは、それまでにこの作業に特に関心を示すこ
とが無く、どちらかと言えば、一人遊びの多い消
極的に見える年中女児だ。
そのＪが、ある昼下がりに「やりたい」と言っ
て来たのだ。近くに子どもは誰もおらず、Ｊは教
師と二人だけで作業をした。いつの間にか見てい
たのであろう、手の動きはスムーズで説明は不要
だった。
その日を境に、Ｊが他児と取り合うようにして
作業に参加する姿が見られ、自由遊びでも以前よ
り他児と関わることが増えて、彼女の居場所がま
た一つ増えたことを心から嬉しく思った。
手伝う子どもの姿の中に、仕事に真剣に向かう
姿勢・根気・思いやり・工夫する力・問題解決し
ようとする力等、良いものを沢山発見することが
出来た。それまでの園生活では見つけられなかっ
た一人一人の新しい面を知ることが出来、子ども
を理解する上でプラスとなったのだ。
また、「お知らせバサミ」の手伝いが、子どもの
生活意識にもプラスになった。というのは、園発
行のプリントの配布準備に参加したり、他児が手
伝っているのを見て、お知らせバサミが子どもに
とって自分と関わりのある身近な物となり、その
お陰で家庭にプリントを持ち帰るのを楽しみに出
来るようになったのだ。関心を持ったことが、教
師や親から言われなくても、自分の通園鞄からお
知らせバサミを出せる子どもの増加につながり、
子どもが主体となった生活場面が増えたと感じる。
２．当番活動
多くの幼稚園で子どもの当番活動を行っており、
経験した７園のいずれでも、当番バッジを誇らし
げに見せる子どもの姿があった。また、当番にな
ることの捉え方は様々で、当番の自己紹介を人前
でするのが苦手だからと登園を渋る子どもがいる
かと思えば、発熱していても今日は自分が当番だ
から休めないと言って親を困らせる子どももいた。
当番活動の内容は園によって異なるが、共通し
ているのは、子どもがどのような集団生活を送っ
てほしいのか、そのためにどのような力をつけて
ほしいのか、という教師の願いが込められている
ことだ。
当番活動には、明確な目標と具体性があり、子
どもにとって適切な課題が含まれるように組み立
てられている。全員で分担する考えから順番性を
採っている為、他者が活動をしている姿を見る機
会が何度もあり、上手く出来ないことがあっても
再び順番が回って来て務めを果たす機会があるの
で、次第に子どもなりに動けるようになっていく。
当番活動は、教師の手伝いを超えた子どもの主
体的活動と位置づけている。それが、達成感や充
実感を得ることにつながり、生活の自立を促され
るからだ。
事例：食卓当番
Ｆ園での食卓当番活動の取り組みである。
まず、食卓当番制を始める前に、子どもが取り
扱う用具類を整備した。子ども用エプロン・子ど
もサイズのバケツや布巾等を、出し入れし易い高
さの棚に分類して収納する。布巾は用途別に色分
けしたり、幾つかのカゴで区別し名札を付ける等
して、子どもにとって使い勝手の良いようにした。
教師の配置や時間配分等についても検討し、食
卓当番活動が子どもの生活の一部となるように準
備を行った。表２はＦ園での実践例である。初め
からこの様な流れを園生活の中に作ることが出来
たのではなく、子どもの様子から見直しを行いつ
つ、教師の試行錯誤の後に行き着いたものだ。そ
して、更に改善する余地も残されている。
食卓当番活動には、日常生活の幾つもの動作が
組み合わさっている。子どもが日頃体験している
動作と、大人がしているのを見たことはあるが、
子どもには未体験の魅力的な動作が含まれている。
特に好むのは、石鹼で手を洗う・エプロンを付け
て紐を蝶結びする・布巾を絞る・ヤカンから急須
にお茶を注ぐ・合図のベルを鳴らす。（表６)??
当番活動の目的は、クラスの食卓を整えること。
当番活動の取り組みは、自分の満足に止まらず、
他児との協働作業による喜びや達成感をもたらす。
食卓当番活動には時折、小さな有志が加わるこ
とがある。当番への憧れや年長者が行う生活動作
に惹かれた年少者が多い。そのような場合は、衛
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表
６
：
食
卓
当
番
活
動
（
Ｆ
園
の
実
践
例
)
２
－
１
【
準
備
】
＊
棚
に
収
納
し
て
お
く
物
①
幼
児
サ
イ
ズ
の
バ
ケ
ツ
（
上
用
・
下
用
)
②
上
拭
き
雑
巾
③
下
拭
き
雑
巾
④
食
卓
用
布
巾
⑤
お
茶
用
布
巾
⑥
エ
プ
ロ
ン
（
紐
の
タ
イ
プ
は
成
長
に
合
わ
せ
て
用
意
：
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
、
ボ
タ
ン
、
蝶
結
び
の
出
来
る
長
さ
)
⑦
鍋
敷
き
（
お
茶
の
入
っ
た
ヤ
カ
ン
を
置
く
）
⑧
お
盆
（
お
茶
の
入
っ
た
湯
飲
み
を
運
ぶ
)
⑨
急
須
⑩
こ
ぼ
し
紙
（
食
べ
物
を
誤
っ
て
落
と
し
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
に
使
う
紙
：
例
え
ば
、
電
話
帳
を
切
っ
た
も
の
が
適
当
）
＊
そ
の
都
度
使
う
物
①
当
日
の
出
席
者
数
と
欠
席
者
数
・
必
要
な
机
の
台
数
を
黒
板
（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
）
に
記
入
す
る
②
食
卓
当
番
の
作
業
手
順
表
（
園
児
が
手
に
と
っ
て
扱
え
る
大
き
さ
、
水
に
濡
れ
て
も
良
い
よ
う
に
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
か
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
施
す
と
長
持
ち
す
る
）
例
１
．
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
る
２
．
つ
く
え
を
は
こ
ぶ
３
．
バ
ケ
ツ
に
み
ず
を
い
れ
て
、
ふ
き
ん
を
し
ぼ
る
４
．
つ
く
え
を
ふ
く
５
．
こ
ぼ
し
が
み
を
つ
く
え
の
う
え
に
お
く
６
．
な
べ
し
き
、
お
ぼ
ん
、
き
ゅ
う
す
、
ふ
き
ん
を
お
く
７
．
コ
ッ
プ
か
け
を
は
こ
ぶ
８
．
い
す
を
つ
く
え
に
い
れ
る
９
．
ベ
ル
を
な
ら
す
10
．
エ
プ
ロ
ン
を
は
ず
す
＊
紹
介
の
対
象
と
な
る
動
作
①
椅
子
を
持
ち
運
ぶ
・
椅
子
を
机
に
入
れ
た
り
出
し
た
り
す
る
・
椅
子
を
重
ね
て
収
納
す
る
②
机
を
２
人
で
運
ぶ
③
コ
ッ
プ
掛
け
を
２
人
で
運
ぶ
④
う
が
い
を
す
る
⑤
石
鹼
を
使
っ
て
手
を
洗
う
（
外
か
ら
の
入
室
時
、
遊
ん
だ
後
、
活
動
し
た
後
、
食
事
の
前
、
排
泄
後
、
汚
れ
た
時
、
等
）
⑥
机
を
拭
く
（
布
巾
や
雑
巾
の
絞
り
方
・
拭
き
方
）
⑦
エ
プ
ロ
ン
の
着
脱
⑧
お
茶
の
台
の
準
備
と
片
付
け
⑨
ベ
ル
の
鳴
ら
し
方
（
合
図
と
し
て
共
通
理
解
す
る
）
⑩
こ
ぼ
し
紙
の
活
用
方
法
??
お
茶
を
湯
飲
み
に
注
ぐ
、
お
盆
に
の
せ
て
運
ぶ
＊
紹
介
の
時
期
・
対
象
・
紹
介
方
法
①
②
③
④
⑤
⑥
…
…
日
常
生
活
の
場
面
と
し
て
紹
介
す
る
（
時
期
：
園
生
活
の
仕
方
を
伝
え
た
い
時
や
見
直
し
た
い
時
・
対
象
：
全
園
児
・
紹
介
方
法
：
集
団
提
示
と
個
人
提
示
の
両
方
）
⑦
⑧
⑨
⑩
??
…
…
食
事
の
場
面
と
し
て
紹
介
す
る
（
時
期
：
午
後
保
育
開
始
前
や
食
卓
当
番
開
始
前
・
対
象
：
内
容
に
よ
る
該
当
者
・
紹
介
方
法
：
集
団
提
示
と
個
人
提
示
の
両
方
）
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＊
実
践
例
：
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
２
－
２
食
卓
当
番
の
動
き
場
所
教
師
の
援
助
配
慮
点
当
番
以
外
の
園
児
の
動
き
自
由
遊
び
終
了
・
後
片
付
け
入
室
う
が
い
・
手
洗
い
・
排
泄
園
庭
・
室
内
（
天
気
や
気
候
、
当
日
の
活
動
内
容
に
よ
る
）
教
室
･
食
卓
当
番
に
活
動
開
始
を
知
ら
せ
る
※
時
計
を
読
ん
で
、
自
発
的
に
自
由
遊
び
を
終
え
て
当
番
活
動
に
入
る
園
児
も
い
る
※
そ
の
日
の
出
席
者
数
や
机
の
台
数
の
記
入
を
確
か
め
て
お
く
自
由
遊
び
手
順
表
１
～
８
を
行
う
手
順
表
９
を
行
う
手
順
表
10
を
行
う
食
事
ス
ペ
ー
ス
園
庭
・
室
内
食
事
ス
ペ
ー
ス
･
作
業
の
進
行
を
見
守
る
･
湯
沸
か
し
室
か
ら
ヤ
カ
ン
を
運
び
、
鍋
敷
き
の
上
に
置
く
･
合
図
が
全
員
に
届
い
て
い
る
か
ど
う
か
見
回
る
･
席
を
決
め
る
時
の
関
わ
り
を
見
守
る
･
準
備
の
様
子
を
見
て
回
る
※
必
要
に
応
じ
て
助
言
や
協
力
を
す
る
※
ク
ラ
ス
毎
の
動
き
に
な
る
為
、
合
図
の
音
は
変
え
て
い
る
※
気
付
い
て
い
な
い
園
児
に
も
他
児
が
誘
う
よ
う
促
す
※
現
状
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
介
入
す
る
※
危
険
が
無
い
よ
う
に
、
物
の
配
置
や
動
線
に
目
を
配
る
終
了
・
後
片
付
け
入
室
・
う
が
い
・
手
洗
い
・
排
泄
～
全
員
共
通
～
持
ち
物
を
運
び
、
席
を
決
め
て
着
席 昼
食
セ
ッ
ト
を
出
し
て
並
べ
る
急
須
か
ら
湯
飲
み
に
お
茶
を
注
ぐ
（
食
前
の
祈
り
の
先
唱
）
（
食
後
の
祈
り
の
先
唱
）
･
お
弁
当
の
中
身
に
関
心
を
示
し
、
作
り
手
に
も
思
い
を
寄
せ
る
よ
う
な
話
を
交
わ
す
･
食
べ
っ
ぷ
り
を
見
る
※
生
活
動
作
等
が
身
に
つ
く
に
つ
れ
、
全
員
→
グ
ル
ー
プ
→
机
毎
と
い
う
少
人
数
で
の
食
前
後
の
祈
り
に
移
行
す
る
事
が
考
え
ら
れ
る
※
美
味
し
く
頂
く
雰
囲
気
を
大
切
に
す
る
※
完
食
で
き
た
事
を
喜
び
合
う
※
食
べ
切
れ
な
い
場
合
で
も
、
素
直
に
話
せ
る
関
係
を
重
視
し
、
理
由
を
聴
く
※
歯
ブ
ラ
シ
の
扱
い
に
目
を
向
け
、
衝
突
事
故
な
ど
の
防
止
を
意
識
す
る
食
前
の
祈
り
食
事
食
後
の
祈
り
昼
食
セ
ッ
ト
を
元
に
戻
す
歯
磨
き
こ
ぼ
し
紙
を
棚
に
戻
す
ヤ
カ
ン
・
急
須
・
お
盆
を
湯
沸
か
し
室
に
運
ぶ
コ
ッ
プ
掛
け
を
廊
下
に
戻
す 机
を
運
ぶ
布
巾
入
り
バ
ケ
ツ
を
洗
濯
室
に
運
ぶ
･
作
業
の
進
行
を
見
守
る
･
布
巾
を
絞
り
、
バ
ケ
ツ
の
水
を
捨
て
る
※
使
い
終
わ
り
を
確
認
し
た
上
で
動
く
よ
う
に
す
る
布
巾
を
絞
り
、
机
の
上
を
拭
く
椅
子
を
所
定
の
場
所
に
重
ね
る
自
由
遊
び
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生面への配慮をしっかり要求する以外は、年長者
に任せる。年少者は活動に参加することもあれば、
傍に付いて回るだけだったりするが、いずれ出番
を迎えるそれらの子どもにとって良い準備になっ
ていたようだ。
食卓当番が定着するにつれて、子どもも教師も
食物や食事への関心が高まり、料理活動の機会を
徐々に増やした。素材や手順や調理方法等が子ど
もの体験に相応しいものかどうかを試し、検討し
た結果、子どもは様々な料理にチャレンジし、楽
しむことが出来た。
食卓当番は、食べることに関わる活動である。
人間が生きていく上で欠かせない食事を見直し、
大切にしていく〝食育"にも通じる取り組みだと
思う。
３．世界中の人とつながる活動
事例：Ｅ園での出来事から
クリスマスまでの４週間を〝待降節"という。
その期間中、お祈り・我慢・親切・お手伝いをし
て、それをイエス様へのお誕生日プレゼントにし
よう、という取り組みを始めた。丁度、歳末助け
合い運動の時期でもあり、貧しい生活を余儀なく
されている世界中の人を思い出し、自分が持って
いる物を分け合うこともイエス様へのクリスマス
プレゼントになることを話題にしていた。
年長女児Ｋは、貧しくておもちゃも買ってもら
えない子どものことが、強く印象に残ったよう
だった。ある日のこと、いつもの通り母親はＫに、
「サンタさんに何をプレゼントに頼むの？ そろ
そろ手紙を書かなきゃね」と持ちかけた。何日か
して、サンタクロース宛に書いた手紙をＫは枕元
に置いて眠った。
両親が手紙を開けると、そこには「自分にはプ
レゼントがなくてもいいから、代わりにお金がな
くておもちゃを買って貰えない子どもにプレゼン
トをあげて下さい」という意味のことが書かれて
いた。なんと純粋なのだろうか。母親は感動して、
そのことを教師に話してくれた。
大人は、子どもを見くびってはいけない。
子どもは既に、受ける喜びだけでなく、与える
喜びも知っているのだ。子どもの内にあるこの尊
い思いが、世界を平和に導くものと確信している。
事例：地球儀・地図・天体図・国旗
子どもの内に芽生え始めた平和の樹が、益々大
きく成長するようにと願い、園内に地球儀や地図
（自分が住んでいる地方・日本・アジア・世界）、
国旗や天体図等を掲示した。
子どもはすぐに、未知の世界に関心を示し、自
分が住んでいる場所等にも興味を示した。掲示し
たその日から、毎日必ず、地球儀や地図の前に立
ち止まって見入る子どもの姿があった。
また、クラスの皆で一緒に地図や地球儀を見る
機会を作ったり、全体集会の際に視覚教材として
活用することも増やした。例えば、オリンピック
や万博が開催されている時期には国名や国旗を話
題にする。また、大地震や津波・洪水や干ばつ等
の被災地を地図から探し出し、被災した人々のた
めに祈ることもある。あるいは、長期休み明けに、
休み中の体験発表で旅行先や自分の祖父母が住ん
でいる所を指さしながら話すこともある。
子どもは、広い世界や宇宙にまで自由に思いを
馳せることが出来る。やがて、世界の人々と共に
平和を実現していく大人に成長していけるように
と願いながら、そのきっかけを提供したいものだ。
事例：ユネスコ世界識字運動に参加
年賀はがきが売り出される頃、ユネスコ協会の
方が園を訪れ、書き損じはがきの寄付を依頼され
た。世界には、文字が読めない・書けないまま大
人になった人が多くいて、その人たちは学びたい
と願っている。その人たちの為に世界のあちらこ
ちらに学校を建てる資金を集めたいという趣旨
だった。
折しも、年長児は年が明けると小学校入学とい
う時期。多くの子どもは、勉強机やランドセルを
買って貰ったことを喜び、中には勉強に対する心
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配を訴える子どももいた。世界には勉強をしたく
てもすることが出来ない人が多くいることを知り、
学校に行って勉強出来る私たちは恵まれているこ
とに感謝したい思いから、ユネスコ世界識字運動
に参加することにした。
こうして、書き損じはがきの募集を保護者や子
どもたちに伝えたが、この話をきっかけに、小学
校に行けるのは当然のことではなく、恵まれてい
ることなのだと実感することが出来たようだ。
冬休み明け、家庭から寄せられた書き損じはが
きは、持参した子どもが自分で入れられるように
箱を置いた。箱に入れる子どもには「どうぞ使っ
て下さいのはがきだね」と、一言添えた。多くの
協力が得られ、何百枚もの書き損じはがきや古は
がきが寄せられた。
事例：日常生活の中からの募金
Ｄ園では毎週金曜日を〝おにぎりの日"として、
昼食はおにぎりのみ持参する。意図は、イエス・
キリストが亡くなったとされる金曜日に、苦しん
でいる人・困っている人のことを思い出し、おか
ずやデザートが無くても、楽しく満足感のある食
卓を囲もうというものだ。
実際には、手で食べられ、いつもより早く食べ
終えられるから沢山遊べる、と子どもたちには好
評である。
〝待降節"には、世界中の困っている人々を特別
に思い出し、クリスマス献金を行うが、子どもは、
〝おにぎりの日"に、自分が食べたつもりでおかず
やデザートの金額に相当するお金を献金していた
りする。
他にも、例えば、大きな災害に見舞われた地域
の人々を支援しようと、募金を呼びかけることが
ある。その様な時にも、〝おにぎりの日"が活用さ
れたりする。
普段はお金を手にすることの無い子どもでも、
保護者から頼まれたお使いとして、困っている人
が使うお金を持参する。登園時に、子どもが自分
で募金箱に入れる。少額であっても、心を込めて
行うその行為は尊い。中には、「使って下さい」と
囁きながら入れる子どももいる。また、誰かに見
て貰う為ではないささやかな行動だが、親から任
された事に責任感を持って取り組む姿は誇らしげ
だ。
この様な実際の行動は、国内に止まらず、世界
中の人々とつながる窓口になるだろう。どんなに
ささやかでも、困っている人の役に立ちたい思い
でする行為は、子どもの内面の深いところに喜び
をもたらすことだろう。
また、募金に限らず、子どもたちは、祈りや善
い行いが誰かの幸せや助けることにつながる事を
知ると、熱心に、真剣に、心を込めて参加する。
子どもの分け隔てのない自由な心が、世界の仲
間とつながり、互いに支え合って平和を実現して
いけるよう願いながら、園環境や活動を工夫した
い。
子どもたちから始まったお知らせバサミの手伝
いだが、初めのうちは教師間で戸惑いがあった。
自由遊び時間を遊ばないで過ごすことは、欲求不
満にならないだろうか。友だちと遊べなくならな
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いだろうか、大人相手の方が子ども同士よりも居
心地良くなってしまわないだろうか、という心配
があったからである。ある時、教師同士であれこ
れ心配するよりも、子どもの意思を聴いてみれば
いいのだということになり、手伝いを始めようと
している子どもに問いかけた。「お手伝いしなきゃ
ならないことは無いんだよ。遊びたかったら行っ
ていいんだからね」子どもの返事は、「お手伝いし
たい」だった。
そのことがあって以降、教師間では子どもが自
分の意思を表明する機会を作ることがどれほど重
要かを感じられるようになった。簡単なことであ
るが、つい忘れがちな、大切なことである。ここ
でも、子どもの出番を作ることが出来たといえよ
う。
子どもの最優先の仕事は、〝自分のことが自分で
出来るようになる"ことだ。この仕事は誰も代わ
りにする事が出来ない。大人の務めは、子どもが
自分の世話を時間と手間を掛けてじっくりと行え
るよう見守ることと、必要な助けをする事だ。こ
うして、自分のことが出来るようになった子ども
は、次第に周りが見えるようになり、他者を手伝
う事も出来るようになる。けれども、自分のこと
が疎かになり、「手伝い」というより「お節介」に
なっている場合がある。教師はそれを見極めつつ、
子ども一人ひとりの自立を促したいものだ。
３歳から６歳という年齢は、手伝いをしたがる
時期と言われる。事実、多くの子どもがすすんで
手伝いをし、教師から頼まれることを喜ぶ。また、
当番になることが嬉しく、ごっこ遊びに〝当番活
動の場面"が出てくることも珍しくない。誰かの
役に立っていると実感したり、手伝った相手から
感謝される事を嬉しいと感じる体験を通して、子
どもは自己有能感や自己肯定感を強めている。こ
うして、〝自分"というものを摑み、そのことが生
きている実感となり、生きる喜びにも繫がる。こ
の様なプラスエネルギーが子どもの中で成長する
よう、園生活や家庭生活の中で子どもの出番をよ
り多く創り出していって欲しい。その為には、大
人がこれまで以上に子ども理解を深める必要があ
ろう。
現代のように技術が進歩した環境の中では、人
間本来の良さや力や可能性が見えづらくなりがち
だ。その一方で、これまで神秘のベールに包まれ
ていた人間や生命に関する事が解明されたり発見
される等して、多くの知識・情報を得られるよう
になった。胎児期からの人間研究にも目覚ましい
ものがあり、わかればわかるほど感動と不思議さ
が増す。
これからも、常に教育内容の見直しを行い、人
間の現状に合った教育方法を見出す等、世界中の
子どもたちが人間性豊かに成長していく為に幼児
教育が貢献できるよう願っている。
第３章 見て学ぶ場を作る
人間は生まれつき、周囲の環境から積極的に学
ぶ能力が備わっていると言われる。特に、小さい
年齢ほど吸収するエネルギーが優れており、大人
には想像できないほどの力が発揮されている。一
見、何も出来ず無力に見える子どもであっても、
実は、全身が周囲の情報を受信する感度良好のア
ンテナのようなものだ。応答できないだけであっ
て、子どもは多くのことを学んでいるのである。
それだけに、子どもを取り巻く環境については
十分に考え、吟味する必要がある。
この世界で生きる為に自ら見て学び取っている
子どもを支え、応答することの出来る環境づくり
について、実践例を上げながら考えてみたい。
１．ホームルームは異年齢集団
少子化や急激な生活環境の変化で、地域に子ど
も集団（社会）を築くことが困難になった現在、
子どもが異年齢集団で育つ機会が減っている。ま
た、大人とは積極的に関われるが、年齢の近い子
ども集団の中ではなかなか交わることの出来ない
子どもも増えている。その理由として、兄弟数の
減少が挙げられよう。この様な時代だからこそ異
年齢集団の意義を見直したい。
年齢差が１年から３年くらいの子ども同士の関
係では、年下の子どもから年上の子どもを見ると、
近い未来の自分像を具体的に描くことが出来、真
似をしながら学ぶ材料が大変豊富である。一方、
年上の子どもから年下の子どもを見ると、それは
少し前に自分が歩んできた道であり、思いやりを
持って教える事が可能だ。
異年齢集団では、年長者も年少者もお互いに欠
かせない大切な存在だ。一方通行ではなく、互い
が生かし合う関係が出来るからだ。
Ｆ園とＧ園は、長年、同年齢学級だったが、子
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ども一人ひとりをより良く知り評価する為、個々
の良さがより発揮される為、違いを認め受け入れ
合う共生社会づくりを目指す為、という３つの理
由から異年齢学級へ移行した。
移行は、何より子どもたちにとってプラスにな
るとの確信があった。日頃から、大人が子どもを
見る目に〝比較"が多いと感じ、同年齢集団では
子ども同士が互いを〝競争心"で見る傾向が強く
出ていた。そこで、豊かな人間性育成の為には、
子どもが自分らしさを表現できる場をもっと増や
したいと考えた。それが、異年齢集団を取り入れ
ることだった。
移行前には、保護者から多くの不安と疑問が寄
せられた。小学校に行って困るのではないか？
年長者は年少者に合わせてしまって、年相応の成
長が出来なくなるのではないか？ 年長者のして
いる事を年少者が邪魔してしまうのではないか？
年長者は年少者の面倒を見る為に活動に支障を来
すのではないか？ 年少者は年長者からいじめら
れはしないか？ 年少者が自分でしなければなら
ない身の回りのことを、年長者が代わりにしてし
まって自立を妨げるのではないか？ 年少者は年
長者から悪い言動を学んでしまうのではないか？
保護者の心配は、どれも子ども社会をマイナス
イメージで見ていたことによる。
けれども、そのような心配は無用だった。
もちろん、失敗やトラブルはあったが、子ども
同士は互いが無くてはならない存在になり、衝突
後いつの間にか仲直りしている場面に多く出合う
ことが出来たのだった。
初めから上手く行くことを期待するより、問題
発生をチャンスと捉え、互いに気持ち良く生活出
来るように工夫する等、解決の為に色々と知恵を
出し合えると良い。何より、子どもたちは仲間作
りをしていく力を持っているのだから、それに信
頼して見守りたい。
事例：自分が受けたものを他者に与える
満３歳あるいは年少で入園した子どもに対して、
年上の子どもは積極的に関わり、世話を焼こうと
する。自分より小さい、自分より後から園に来た、
という事実が、年下の子どもをかわいがったり慈
しみを抱き、熱心に根気よく教える態度につな
がっている。
年長者には年少者に対する遠慮も見られ、愛し
愛される関係が築かれていく。中には、年少者の
意思を確認してから手伝ったり、頃合いを見計
らって徐々に手を引っ込めるという見事なやり方
をしている年長者もいる。その様な姿を見ると、
その年長者が入園したばかりの頃に年上の子ども
からして貰った事や、担任の日頃の態度と重なる
ものがあり、大変興味深い。
ある保護者から、年少の頃はわがままでどうな
ることかと心配だったが、年長に進級してからは、
年少児から慕われ、異年齢であっても上手に一緒
に遊べていたり、年少の親から面倒見の良いお兄
ちゃんだと感謝されることもあり、異年齢集団な
らではの成長が見られて喜んでいるとの話があっ
た。
良いものを受けた人は、今度は誰かに良いもの
を与えたくなるものだ。この良い循環が、子ども
社会を育てる原動力となると期待する。
２．やり方を見るチャンスがある
人が学ぶ時、真似ることから始まるといわれる。
子どもには優れたアンテナがあり、特に年上の人
がしている事には好奇心いっぱいで、どんどん取
り入れようとしている。園生活でも、自分で出来
るようになりたいというエネルギーに溢れている
子どもに応えるべく、教師は様々な機会を活用す
るが、その際、子どものアンテナが受信しやすい
ような発信の仕方を心がけたい。
子どもが学び取ることが出来るよう、教師から
の発信について幾つかのポイントを挙げたい。
発信する内容は、子どもの自立につながる動作
で、個人的なものであったり、共同的なものであっ
たりする。生活・遊び・課題活動に関わる事等様々
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である。
発信方法は、〝して見せる（提示）"。実際に物を
使ったり、実際の場所でして見せたりする。配慮
点としては、①言葉と動作が同時にならないよう
意識する（動作に語らせる）（視覚と聴覚を同時に
働かせることは子どもにとって複雑な作業だ）、②
子どもが見ることの出来る速度で動作を行う（大
人とは異なるスピード感覚）、③伝えたい動作が印
象的に見えるように無駄な動きを省く（提示の準
備として、教師同士で見せ合うことが役に立つだ
ろう）。
対象は、内容や時期によって、クラス全員のこ
ともあれば、小グループ（異年齢・同年齢）の場
合もある。但し、個人差を考慮すべきで、集団で
の提示後には必ず、子どもにどのように伝わった
のか、あるいは、子どもにとって困難点はどこに
あるのかを良く観察し、必要に応じて、個人指導・
集団指導を行う。
表７??は生活動作の提示で、Ａ園での実践例で
ある。
一日の内に５～10分程の提示の時間を設け、
「ワンポイントレッスン」と呼んでいた。子どもは
その時間を楽しみにし、日常生活から抜き出した
動作の紹介に、いつも興味深く見入っていた。
見ることによって具体的なイメージが沸き、自
分でもやってみたい思いが膨らみ、子ども自身が
何度も繰り返していく内に、あちらこちらで「出
来た」という喜びの場面が増えて行った。その結
果、子どもには満足感や自己有能感が芽生え、生
活態度に落ち着きや根気が多く見られるように
なった。
３．身近に労働する大人の姿がある
近年、子どもが労働する大人の姿を間近に見る
機会が極端に減っている。特に、家事労働が機械
化された結果、包丁やまな板・鍋やフライパンが
無くても、スイッチ一つ操作するだけで食卓が整
えられるという便利な世の中になったからだ。
日常生活が多くの人の労働の積み重ねによって
成り立っていることに気付きづらいことは、子ど
もの成長を考える上で大変残念なことである。労
働が生きる意味と深く関わり、苦労をしつつも、
その実りを喜び味わって生きるように創造されて
いる人間だからである。
勤労感謝の日が近づくと、皆のために働いてい
る地域の人々に焦点を当て、その仕事内容を話題
にしたり、子どもたちが手作りのメッセージカー
ドを届けて感謝を表す取り組みをしている園もあ
る。けれども、この取り組みは職業として取り上
げることは出来ても、労働につなげることが難し
かった。
子どもには、手間暇の掛かる、面倒なことの多
い従来の人間生活のいくらかでも触れて貰いたい、
そんな思いから、園生活で日常的に発生する整備
や修繕等、大人が行う作業を、可能な限り子ども
たちから見える場所でしてみることにしたのだ。
例えば、玄関や階段の手摺り・教室の戸・棚・
おもちゃやぬいぐるみの修理や修繕やペンキ塗り。
芝刈り・雑草抜き・花壇の整備・庭の世話。ビニー
ルハウスの組み立てと解体・除雪・外回りの作業。
室内では花瓶の水替え・掃除・洗濯・台所での作
業。その他に、台や椅子や棚等の制作…。
この様な場面に出合った子どもは、興味津々で
長い時間作業に見入っている。時には、作業中の
大人に質問し、子どもならではの「何で？」、「ど
うして？」に大人はたじたじになったりする。そ
れでも、大人の回答に真剣に耳を傾ける子どもた
ちの姿に大人が感心することも多い。
誇りと責任を持って労働している大人の姿から
子どもは必ず何かを感じ取り、それはその人の生
き方に触れることでもあり、大人にとっても子ど
もにとっても大変意義深い事だと思う。
例年、入園を決定して以降、入園早々に他児と
同じように行動出来るだろうか、失敗しないだろ
うか等、我が子のことを心配する保護者からの声
― ―111
表
７
：
生
活
動
作
の
提
示
『
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
』（
Ａ
園
の
実
践
例
)
場
面
：
玄
関
で
靴
を
履
き
替
え
る
…
…
屋
外
遊
び
（
活
動
）
後
【
動
作
の
内
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①
ホ
ー
ル
の
テ
ラ
ス
に
腰
を
下
ろ
し
、
外
靴
を
片
方
ず
つ
脱
い
で
は
靴
の
中
の
土
や
砂
を
落
と
す
②
服
を
両
手
で
た
た
き
、
埃
を
落
と
す
③
玄
関
マ
ッ
ト
の
上
で
、
靴
底
の
土
や
砂
を
落
と
す
④
玄
関
の
上
が
り
口
に
腰
を
下
ろ
し
、
外
靴
を
脱
ぐ
⑤
外
靴
を
靴
箱
に
運
び
、
下
段
に
収
納
す
る
⑥
上
靴
を
靴
箱
上
段
か
ら
取
り
出
す
⑦
片
方
の
つ
ま
先
を
上
靴
に
入
れ
、
踵
部
分
に
指
を
掛
け
な
が
ら
足
を
奥
ま
で
滑
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
入
れ
る
【
動
作
の
集
団
提
示
】
⑴
時
期
…
…
室
内
に
土
や
砂
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
主
に
衛
生
面
で
不
都
合
が
生
じ
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い
る
・
外
靴
の
中
の
土
や
砂
を
落
と
せ
て
い
な
い
園
児
の
姿
が
あ
る
⑵
用
意
す
る
物
…
…
外
靴
１
足
（
砂
を
少
量
入
れ
て
お
く
）・
シ
ー
ト
（
室
内
の
床
に
外
靴
を
置
く
た
め
）
⑶
場
所
…
…
教
室
（
教
師
は
着
席
し
、
園
児
は
教
師
の
足
下
に
注
目
で
き
る
よ
う
に
円
陣
で
座
る
）
提
示
の
様
子
手
順
教
師
の
配
慮
点
言
葉
動
作
１
「
砂
遊
び
を
し
て
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
の
中
に
入
り
ま
す
」
シ
ー
ト
上
の
外
靴
を
履
い
て
い
る
・
腰
を
下
ろ
す
２
「
靴
の
中
に
砂
は
入
っ
て
い
な
い
か
な
？
」
「
砂
を
落
と
す
か
ら
、
見
て
て
ね
」
靴
を
片
方
脱
い
で
持
ち
上
げ
、
中
を
の
ぞ
く
園
児
が
注
目
し
て
い
る
か
を
確
認
３
踵
が
下
に
な
る
よ
う
に
靴
を
持
ち
、
手
で
と
ん
と
ん
と
た
た
い
て
砂
を
寄
せ
る
靴
の
角
度
を
印
象
づ
け
る
４
（
園
児
の
声
に
応
え
る
）
床
の
近
く
か
ら
砂
を
落
と
す
（
他
者
へ
の
配
慮
と
し
て
)
５
「
こ
ん
な
に
入
っ
て
い
た
ん
だ
ね
。こ
れ
で
砂
を
落
と
せ
ま
し
た
」
靴
の
中
の
砂
を
シ
ー
ト
上
に
ゆ
っ
く
り
落
と
す
６
再
度
、
靴
の
中
を
の
ぞ
く
自
分
で
出
来
た
こ
と
の
確
か
め
方
を
印
象
づ
け
る
７
「
も
う
片
方
の
靴
の
中
も
見
て
み
よ
う
」
も
う
片
方
の
靴
を
脱
い
で
持
ち
上
げ
、
中
を
の
ぞ
く
８
手
順
３
～
５
を
繰
り
返
す
「
こ
れ
で
靴
の
中
が
気
持
ち
良
く
な
っ
た
ね
」
手
順
３
～
６
を
繰
り
返
す
※
園
児
用
の
靴
も
用
意
し
、
教
師
か
ら
指
名
さ
れ
た
数
人
の
園
児
が
学
ん
だ
事
を
そ
の
場
で
行
う
こ
と
も
出
来
る
【
集
団
提
示
後
の
強
化
】
⑴
実
際
の
場
面
に
て
＊「
わ
ー
、
こ
ん
な
に
入
っ
て
た
」
と
い
う
声
を
発
し
た
園
児
に
対
し
て
、「
上
手
に
落
と
せ
て
、
気
持
ち
い
い
ね
」
と
か
、「
上
手
く
い
っ
た
ん
だ
ね
」
な
ど
と
答
え
る
＊
つ
ま
先
を
下
に
傾
け
て
い
る
園
児
近
寄
り
、「
こ
っ
ち
か
ら
出
て
く
る
よ
」
と
、
踵
の
方
を
示
す
⑵
あ
る
日
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
＊「
こ
の
頃
、
床
が
ザ
ラ
ザ
ラ
し
な
く
な
っ
て
気
持
ち
い
い
ね
」
と
い
う
事
実
と
教
師
の
思
い
を
、
話
題
に
出
す
＊「
靴
の
土
や
砂
を
落
と
し
た
り
、
服
の
埃
を
落
と
し
て
か
ら
お
部
屋
に
入
る
の
が
、
と
て
も
上
手
に
な
っ
た
ね
」
等
と
、
園
児
が
意
識
し
て
行
動
出
来
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
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を何度か耳にする。集団生活そのものが学ぶチャ
ンスであるのだが、つい、出来る人が集まってい
るかのように錯覚してしまうのだろう。大人は、
多くの失敗や下手なことを通って今がある事を忘
れてしまいがちなのだ。考える力も問題解決する
力も、その様な事態に遭って初めて実感を持って
身につくと考え、チャンスを生かしたいものだ。
幼児期の学びには３つの段階があると言われる。
第一段階は〝見て学ぶ"、第二段階が〝自分でする
ことによって学ぶ"、第三段階は〝他者に教えるこ
とによって学ぶ"。
第一段階は、入園したばかりの子どもの姿に近
い。この時期には、自らやってみたいと早々に動
き出す子どももいれば、身体を硬くしている子ど
ももいる。それでも、どの子どもも周りの環境を
受信するアンテナがあり、子どもの見る力が優れ
ていることは、園生活のあちらこちらで発見でき
る。
例えば、持ち主不明の物が出た時に心当たりを
尋ねると、大抵、「それ、Ｌちゃんのだよ」とか、
「Ｍ君が持ってた」等、何か情報提供がある。本人
や保護者に確かめると、その通りだったというこ
とがよくある。その都度、見事だと感心する。
あるいは、道端の草花や虫の発見等、大人が見
逃してしまうような小さな変化にも敏感で、子ど
ものアンテナには感心するばかりである。
また、教師や保護者との話題で共通するのが、
〝子どもは、大人から言われたことを学び取るより
も、大人がしていることを学び取るのが得意だ"
ということだ。いつの間にか、子どもが学び取っ
たり出来るようになっていたということも珍しい
ことではない。
この様な子どもの特技を生かす上でも、環境の
果たす役割は大きい。日々の園生活の中で、子ど
もは何を見て育っているのか、見るに値する環境
になっているか等は、子どもの目線に立って教育
内容を見直すことにもなる。
第４章 「自分」と向き合う
幼児期は、人格形成の基礎作りの時期である。
子どもは「自分」を知り、日々、ひたむきに生き
ながら「自分づくり」をしている。
幼稚園は、「自分づくり」をしている子どもを支
援する。では、どのように支援するのか。子ども
の外面だけでなく内面的成長にも目を向け、結果
だけに囚われず、過程に潜むその子どもならでは
の意欲・心情・態度等の育ちも見逃さないよう努
めたいものだ。
ここでは、子どもが「自分」と向き合う機会と
なった事例から、自分が人生の主人公として生活
することが心の深いところに喜びをもたらすとい
うことを分かち合いたい。
１．鏡を設置する
昼食やおやつの後に、無造作におしぼりで口の
周りを拭く子ども。汚れが取れていないが、本人
は既に次の動きに移っている。そのような時、大
人が代わりに拭き取ったり、誰かが親切心や面白
がって汚れを指摘したりすることが多かった。中
には、遊びを優先し、汚れは自分から見えない為
か降園時間まで放置するという子どももいた。
日常生活には、その他にも自分の身繕いをする
という場面が多くある。他者からの指摘が無くて
も、自分で身繕いが出来る事を期待して、鏡を設
置することにした。
鏡は、子どもにとって魅力的な道具である。自
分や友達を映しておどけてみたり、真似っこ遊び
が始まったりする。時には、怒ったり泣いたりし
ている自分と無言で見つめ合い、自分との折り合
いを付けようとしていることもある。
鏡の設置後、汚れた部分を自分で狙って拭き
取ったり、着衣を整える等、他者からの指摘の有
無に関わらず、自分を意識し、自分で出来る事が
増え、満足感も増したようだ。
その様な姿から、鏡は、自立に向かう子どもに
とって、大変有意義な道具であると実感した。
鏡のサイズについては、用途によって様々だと
思うが、姿見は是非設置したい。
鏡の設置場所については、じっくり向き合うこ
との出来る落ち着きのあるスペースや、活用し易
い場所が望ましい。たまに、階段の踊り場に安全
の為か、姿見が設置されていることがある。そこ
では、立ち止まって身繕いをすることはかえって
危険が伴うので、目的に沿って適当な場所が選ば
れると良い。
なお、子どもたちには、鏡の性質や扱い方につ
いて紹介する必要性がある。この道具が自分たち
の生活に益をもたらす為に、どのように可愛がる
と良いのかが判ると、子どもたちはそれを律儀に
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守ろうとするものだ。この様にして、周囲の環境
への愛情が育まれることも、子どもたちの自立に
プラスとなる。
２．身体の声（サイン）に応える
赤ちゃんは、不快感を泣き声で発信し、それに
よって周りの人間から働きかけを引き出し、不快
が快へと変わっていくことを通して、他者への信
頼感を芽生えさせていく。その後、言葉の獲得と
共に発信の仕方が変化していく。
幼児期以降は、自分の身体からの声（サイン）
が聞こえた時、どのように対応し対処すれば良い
のかを学ぶことになる。初めて聴く自分の身体か
らの声（サイン）に対しては不安感が強いが、何
度か繰り返す内、次第に、自分が出来る部分は自
分で対処しようと変化する。そのような姿を見る
と、逞しささえ感じる。また、対処法を身につけ
たとしても、自分で手に負えない場合は、周囲に
助けを求めることも出来る。困ったことが起きて
も対処することが出来ると判ることで、自信もつ
くようだ。
身体の内から発せられる声は色々だが、次に、
排泄に関わる３つの事例と、食事他４つの事例を
挙げることにする。
事例：排泄①間に合うタイミングを摑む
遊びに夢中になっている内にぎりぎりまで我慢
し、トイレに駆け込むが間に合わず、着替えを繰
り返すＮ。
教師は必要と思われる部分を手伝った後、少々
手間取ったとしても着替えはＮに任せる。Ｎに
とって意味ある時間にする為に、早く遊びに戻れ
るようにとの親切心は禁物だ。着替え終了後、濡
らした服を持ち帰る用意が出来ると、「今度は間に
合うといいね」と教師が一言添えた。
その後も着替えは続いたが、間に合う回数も微
増した。偶然トイレ付近で会えば、「間に合う？」
とか、「間に合って良かったね」と、やり取りをし
ていた。
やがて、Ｎなりに排泄のタイミングが摑めるよ
うになって着替えの回数が減少し、それまで以上
に活発になったと感じた。
事例：排泄②自立を後押しした自己決定
家庭で、紙パンツから布パンツへの移行チャレ
ンジ中の年少児Ｏ。布パンツへの憧れとプライド
を抱きつつ、初めて布パンツで登園した日のこと。
母親は、期待と不安の混じった口調でそのことを
バス乗務の教師に話していた。
自由遊び中、つい我慢してしまったのだろう、
後片付け直後、教室の片隅でとうとう出てしまっ
た。ショックと悔しさが表情から窺える。
着替え袋の中には、母親の配慮で紙と布両方の
パンツが入れられていたので、着替えの際、Ｏ本
人にどちらを履くか決めて貰うことにした。Ｏは、
迷わず布パンツを選んだ。そのことがあって以降、
二度と着替えることは無かった。Ｏは、やんちゃ
で好奇心旺盛な、子どもらしい性格の男児だが、
自分の身体の声を聞き取ろうと頑張ることが出来
たことに、大変驚き、頼もしく思った。
事例：排泄③自立を促す関わり
登園時、玄関先で母親が、「自分では拭けないの
で、その時はお願いします」と言い残す事が時折
あった。その声をＰも聞いているので、安心だと
思っていたが、いざその時になるとＰは不安な表
情になり、自分からは言い出せない。元気の無い
様子に気づいた教師が、Ｐを誘い、トイレに同行
する。近くで待機し、呼ばれたらすぐに行くから
と伝えた。
終わったという合図で、教師が介入する。ペー
パーを切るところを見せ、そのペーパーを手渡し
て、「ウンチが出たところを狙って拭いてごらん」
と言う。拭けても拭けなくても、まずは、拭こう
としたことを評価する。次に教師が仕上げ拭きを
し、何も付いていなければ「きれいに拭けたね」
と言い、付着していれば「ほら、取れたよ」と言っ
て見せた。
この様なやり取りを、本人が必要としなくなる
まで続けた。やがて、行きたい時にいつでも行け
るようになり、Ｐの表情も明るくなった。
確かに手の掛かる時期がある。教師は心に掛け
ておくことが増え、慌ただしいことだろう。しか
し、独り立ちの〝時"は突然訪れ、援助が不要に
なるのは〝いつの間にか"である。その〝時"ま
で、教師は根気強く付き合っていきたいものだ。
事例：食卓の場面
料理活動の日、子どもたちの食欲は、普段の日
と比べると格段の差が出る。自分が手がけた野菜
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などの具が入った特別なものだからである。当然、
お代わりが多くなり、中には、友達と競って〝記
録更新"に夢中という子どもの姿も見られる。そ
の様な時に、「自分のお腹と相談しよう」と持ちか
ける。子どもたちは、実際に自分のお腹に耳を傾
けたり、動きを止めて考えた後、ある子どもはお
代わりに行き、他の子どもは片付け始める。どう
やら、冷静に判断出来ているようである。そのお
陰か、食べ過ぎて体調を崩した子どもはこれまで
に一人もいなかった。自分の身体の声を聞き取れ
て見事だ、と感心した。
事例：上靴がきつい
ある日、突然、「足が痛い」と訴える子ども。捻
挫か、打撲か…と症状を聴いていく内、上靴のサ
イズが合わなくなったと判った。この様に、自分
から違和感を伝えられる子どももいるが、何かお
かしいと感じながらも表現が出来ず、靴に合うよ
うに足の指を折り曲げたまま履いていたという子
どももいた。
大人の対応により、自分の足が大きくなって靴
がきつくなった事を知り、靴がきつくなったとい
うのはこういう感覚のことなのだと自覚するのか
もしれない。
事例：衣服の調節
額から汗を流していても、〝お母さんが脱いじゃ
だめって言ったの"と長袖の服を脱ごうとしない
子ども、日が陰り空気がヒンヤリして手足が冷た
くなっても、ランニングシャツのまま遊ぶ子ども、
等々。その様な姿を見ると、衣服の調節は子ども
にとって案外難しいと感じる。
保育の中では、全身運動の前に薄着になる、ま
た、屋外活動やピクニック等動いている内に暑く
なることが見込まれる場合は、調節し易い重ね着
をする。その他、朝と昼の気温差が大きい季節に
も、頻繁に調節する。そのような体験を繰り返す
内に、調節による気持ち良さを実感できるように
なる。その実感を味わうと、個人差はあるが、自
分の判断で、暑ければ脱ぐ・寒ければ着るという
自分なりの調節が出来るようになっていく。
事例：体調の変化
身体の症状を的確に、相手に伝えることは難し
いと感じる。ましてや、子どもであれば尚更、自
分の身体に起きたことを、どう表現すれば良いの
か戸惑うのは当然だろう。園生活では、教師の視
診やスキンシップ等で、子どもの異常に気づくこ
とも多い。その時、教師に求められるのは、落ち
着いた態度と的確な判断と対応だ。子どもの身体
からのサインを読み取ろうとする大人の存在が、
子どもに安心感をもたらす。そこから、症状にぴっ
たり合う表現を引き出すことが出来る事もある。
子どもは、大人の対応を通して、こんな場合に
どう対処するのかを体験的に学び取る。
例えば、逆むけや虫さされ等、身体に起こった
小さな変化に対して、とても気にする子どもがい
る。気になる度に、教師に見せに行きどうなるの
かと聞く。飛び出している皮を切る、患部を冷や
す等、ほんの小さな事でも何かをして貰うと、も
う安心だ。
何気ないことだが、この様にして、自分の身体
との付き合い方を学んでいるのである。
３．自分の動きをコントロールする
幼児期は、それまでの不随意筋による運動から、
自分の意思で動かすという随意筋による運動に変
わっていく時期である。例えば、やりたい動作が
あると、初めはなかなか思うように出来なくても、
その動作を繰り返していく内に、やがて出来るよ
うになる。このような変化が多く見られる時期で
もあると言えよう。
ただ、出来ないながらも集中して動作を繰り返
している子どもに、大人はつい手や口を出したく
なるが、そこは我慢だ。子どもたちはこうして〝自
分づくり"をしているのである。大人は、子ども
を信じて見守り、求められれば応じられるように
控えていたい。
日常の動作を見ると、走る・止まる・置く・結
ぶ・広げる・折りたたむ・注ぐ・拭く・絞る・通
す・履く・脱ぐ・着る等々、数え切れないほどあ
る。この様な動作を行う時、自分が自分に命令し、
思い通りの行動が出来るのは何という喜びであろ
う。他者からの命令によってではなく、自分が主
体となって行う動作は、責任も伴うが、深い喜び
をもたらすものなのだ。
二人の子どもの忘れられない場面を紹介するこ
とにしよう。
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事例：「いいですか？」、「だめですよ」
園内には、子どもが自由に出入りしても良い部
屋（場所）とそうではない部屋（場所）とがある。
出入り禁止の部屋には、物置や応接室、職員室等
が挙げられる。年度初めに、入園したばかりの子
どもたちを案内しながら、園生活のルールとして
伝えることも多い。
好奇心旺盛な年少女児Ｑは、入ってはいけない
と判ってはいるが、魅力には勝てず、職員が居な
い内に職員室への入室を繰り返していた。その日
は、たまたま職員室に戻った教師とかち合った。
教師は、願ってもないチャンスだと思い、Ｑに伝
えたい事があるからと呼び寄せた。出入口の戸の
傍に立ち、「ここで止まるんだよ。そして、〝入っ
てもいいですか？"って言うの。〝いいですよ"って
お返事が有ったら、入れるからね。」そうして、そ
の場でＱに「言ってみて」と誘う。Ｑは良く理解
し、同じように言った。それに対して、教師はニ
コニコしながら「だめですよ」と答えた。一瞬、
Ｑは意外な展開に戸惑いの表情だったが、納得出
来たようで、どこかに行ってしまった。
その後、Ｑは、言葉のやり取りが面白いらしく、
何度も職員室の戸の傍らに立ち止まっては、「入っ
てもいいですか？」と聞くようになった。返事に
よっては、入室出来たり出来なかったりしたが、
やり取りに満足した様子だった。やがて、職員室
出入口でのやり取りの回数が徐々に減少し、Ｑは
他児と遊ぶ事の方が多くなって行った。
Ｑに限らず、同様のやり取りは何人もの園児と
交わした。どの園児も「入ってもいいですか？」
と問いかけた後、相手の返事を待つことが出来た。
小さいながらも、相手の意思を確認した上で行動
に出るという姿勢に、随分感心したものだ。
事例：〝止まれる自分"に感動
年中男児Ｒは、言うよりも早く行動に出るタイ
プ。興味がある事には一目散で突進する。
ある日、Ｒは誰も居ない職員室にパソコンがあ
るのを発見。思わずキーボードに触り、教師から
大目玉…ということがあった。そこで、教師はＲ
を出入口まで誘ってドアレールを示し、「ここで、
自分の足に〝止まれ"って言うんだよ」と話した。
Ｒは、「こう？」と動作でして見せ、「そう、その
通り」と教師は答えた。
その後、しばらくは、つい飛び込んでしまって
から苦笑いしながらバックし、ドアレールを目印
に立つＲだった。
ある時、Ｒが弾んだ声で、「見て、見て」と呼ぶ
ので見てみると、そこには、ドアレールの位置で
立ち止まっているＲの姿があった。その時の誇ら
しげな表情に、自分が自分に勝つことが出来た満
足感が漂っていた。
それからしばらくは、事ある毎に、「見て、見て」
が続いた。やがて、職員室に限らず、他の場所や
場面でも衝動を抑えられることが増え、Ｒの自信
につながったと感じた。
４．良心の声に耳を傾ける
子どもたちと生活を共にしていると、子どもに
は既に宗教的芽生えが見られると実感する。人間
を超えた存在や目に見えない世界にも心が開かれ
ていると感じることも良くある。例えば、心の目
で見る・心の耳で聴く・心の声に耳を傾けるとい
う表現を使っても、子どもたちは素直に反応し、
話し合うことが出来るのだ。（写真８）
園生活では、毎日様々な事が起きる。持ち物が
なくなった、皆で使う物が壊れている、いじめや
トラブル等。これらを全て、生き方を学ぶ機会と
捉え、子どもと共に解決を図るのだが、同時に心
の声に耳を傾けるチャンスとしたい。二つの事例
を紹介することにしよう。
事例：友だちの物を隠す
Ｓは、自分が脱いで置いておいた場所に上靴が
片方無くなっていたと訴え、近くに居た子どもと
一緒に、捜索を始めていた。その内の一人が教師
に事情を話し、教師も加わって探すのだが、なか
なか見つからない。
教師は、誰かのいたずらかもしれないと思い、
捜索範囲を広げる事にした。丁度自由遊びが終了
したところでもあり、その階にいた子どもを全員
呼び集めて、Ｓが非常に困っているから、皆の協
力を頼みたいと話した。この様な時、子どもたち
はとても頼もしい。本当に親身になって探してく
れる。
間もなく、隣の教室から「あったよ～」の声。
窓際のカーテンの裏から出てきたとの事。Ｓは呼
ばれて上靴を受け取り、安堵の表情だ。捜索に加
わった子どもたちもほっとした表情になっている。
教師は、その後、特に犯人捜しはしなかった。
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上靴発見の報告と捜索への協力に感謝する為に再
度集合したが、上靴をカーテンの裏から初めに発
見した子どもの方を見つつ、全員に〝今後は友だ
ちが困るような事はしない"、と話した。どうや
ら、いたずら心から上靴を隠したその子どもは、
まずい事をしてしまったと気付いたようで、その
後、繰り返されることはなかった。
他者を困らせることになるいたずらは、個人的
に注意して効果が上がることもあれば、集団で指
導する方が効果的な場合もある。いずれにせよ、
時機を逃さない対応に努めたいものだ。
事例：本当のことが言える
年長女児のＴとＵは、普段から一緒に遊ぶこと
の多い間柄だが、しばらく前から、言った言わな
いの気まずい関係が続いていた。
その日もＴがＵから嫌な事を言われたと訴えて
きた。教師が二人から話を聞くが、平行線である。
どうやら、二人ではどうしようも無くなっている
様子だ。険悪な雰囲気の二人から離れるわけにも
行かず、今度は一人ずつから話を聞くことにした。
すると、Ｕは叱られないと感じて安心したのか、
間違って言ったと話し始めた。（間違って、という
表現は、本心から言ったのでは無いという意味と
捉える）そして、その前にＴが自分のことを睨ん
だからだ、とも。
再度二人一緒に話を聞くと、今度は二人とも自
分がしたことを認めることが出来た。そこで、教
師は二人に対して、「本当のことが言えて良かった
ね、心が喜んでるね」と話し、二人も教師もほっ
としたのだった。
この様な場面に出合うと、〝自分を偽らない"、
〝自分に正直になる"、ということは心を楽にする
ことだと確信する。また、大人から叱られるかも
しれないと恐れ、本当の事が言えなくなっている
子どもたちの思いも考慮し、叱るより本当の事が
言えたことの価値を印象づけたいと考える。
大人の対応は、子どもたちが自分の人生を歩む
上で、何を大事にしながら生きて行ったらよいの
かを指し示すことにもなる。
生まれて間もない赤ちゃんは、周囲の環境と自
分とが未分化といわれる。また、生まれてしばら
くは、無意識で多くの事柄を吸収しているとも言
われている。
やがて、自分と他者との区別が付くようになり、
周囲の環境から自分の意思を働かせながら吸収し
ようとしたり、自ら働きかけられるようになって
いく。誰かの世話が無ければ何も出来なかった子
どもが、次第に自分で自分の世話をしようとする
ようになる。この時期の子どもは、手伝おうとす
る大人の手を払いのけ、自分の思い通りに行かな
いことに腹を立てたり泣いたりしながらも、何度
も何度も挑戦する。その姿には、いつも圧倒され、
感動する。
〝自分"の存在に気付き、〝自分"との付き合い
を始めた子どもは、時には自分で自分が手に負え
ないこともあると知る。
例えば、勢い余って後に引けなくなった子ども
が、本当のことを話したいのだけれどタイミング
が摑めない、このことを話すと相手が自分のこと
を嫌いになってしまうのではないだろうかと心配
する、等など。このようなことは、日々成長して
いる子どもならではの変化であって、いつの間に
か情緒面でも成長し、心のひだが増えていると気
付く。
そうなると、以前のように対応するのは当然合
わなくなる。教師は子どもたちとどのように対応
するか、工夫のしどころである。
園生活で日常的に出合う場面だが、してはいけ
ないとわかりつつしてしまった行為に対して、あ
るいは、友だち関係の修復に行き詰まっている場
合等に、教師は、その子どもと１対１で話し合う
場を設けることがある。その子どもの性格やその
時の様子で、正面で向かい合うこともあれば横並
びに座ることもあるが、時には、しばらく一人に
しておくこともある。これは、子どもが心を開い
て話せる状況を作る為の配慮である。
信頼している教師以外に他者がいないことで、
子どもは安心して〝自分"と向き合い、〝自分"を
素直な気持ちで見つめられることも多い。
自分に素直に向き合うことによって、心が楽に
なる。この体験の積み重ねが、やがて大人になっ
た時にも、自分の心に偽らない生き方を喜びとす
るようになり、良心の声に耳を傾けられる自律し
た人間にもなれると確信している。
おわりに
生活という言葉は、〝生きる"と〝活きる"から
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出来ている。国や民族や年齢等に関わらず、人間
は皆、毎日をいきいきと生活することを願いなが
ら懸命に生きている。それは、日常の些細な出来
事の中にちりばめられている〝生きる（生かされ
ている）喜び"を実感出来るかどうかによるとこ
ろが大きいと考える。
大人であれば、自分が生きる喜びを求めて、様々
な試みに挑戦することも出来よう。
けれども、子どもは大人とは違う。〝今"を生き
ている存在であり、周りの環境から多くを吸収し
つつ〝自分づくり"という仕事をしている時期な
のだ。それだけに、環境の果たす役割は大きいと
いうことを肝に銘じたい。
子どもたちにとって〝生きる喜び"を感じるの
はどんな時なのだろうか。
自分の力で出来るようになりたい事が「出来
た?」時。
自分の居場所があり、安心感がある時。
自分が思うように身体を動かせる時。（自分をコ
ントロール出来た時）
他者から大切にされている、信頼されている、
受け入れられていると感じる時。
誰かを手伝って感謝された時、等など。
子どもの口から〝生きる喜び"という表現は出
てこないが、心から「やって良かったな」、「嬉し
いな」、「これ、大好きだな」等、自分を肯定する
思いそのものが生きる喜びに繫がっていると言え
よう。
また、〝生きる喜び"は〝生かされる喜び"でも
ある。
環境―?人的環境・物的環境・自然環境―?に
は、〝生かされる喜び"の相互関係が存在してい
る。
人的環境に関しては、人間は一人では生きてい
くことが出来ず、人間らしい人間になっていく為
に他者の存在は欠かせない。他者との関わりを通
してこそ、人間は成長出来るからだ。
幼稚園は、子どもたちが個人としても集団とし
ても健やかに育つように環境を整える。中でも、
教師は重要な環境の一つである。教師の存在が幼
児の育ちを支えることになるからだ。
例えば、自立に向かっている子どもたちは、自
分のしたい動作が出来るようになるまで、何度も
何度も繰り返すことがある。その繰り返しによっ
て子どもたちは集中し、やがて出来るようになっ
ていく。子どもたちは、出来るようになった事を
心から喜ぶ。そして、その瞬間、多くの子どもが
目を上げる。その時に、教師からの〝それでいい
んだよ"とか〝良かったね"等支援の思いが込め
られた眼差しと合うとするなら、なんと幸いなこ
とだろう。教師から認められた子どもの内面には、
良い動作や習慣が素直に定着していくようだ。こ
のように、子どもにとって応答的存在が非常に重
要なのであって、褒め言葉はかえって不要な時が
あるほどだ。生かし生かされる関係になる為、教
師には、普段からの観察によって、子ども一人ひ
とりのタイミングを摑めるようになる事が求めら
れる。
教師も保護者も、子どもの可能性を信じ、思い
込みから離れて、より良い人間になろうとしてい
る子どもを温かい眼差しで見守り、観察しよう。
人間は他者から信頼されると、それに応えて更
に良くなろうとする力が発揮出来るようだ。大人
が思い込みから離れられると、相手を聴こうとす
る心のゆとりが生まれ、子どもたちは自分が大事
にされていると感じられることだろう。子どもに
眼差しを向けることで応答的存在となり、子ども
は次第に自分の力で対応することに自信を持つよ
うになる。また、観察によって、その子どもの課
題や大人の役割（援助方法）が見えてくることだ
ろう。
物的環境に関しては、用意された物やその数
量・配置に至るまで、教師の子どもたちに対する
思いや願いが込められている。それを使う子ども
たちの姿から教師は環境を更に充実させたり、見
直したりする。同時に、子どもがお客のようでは
なく、家の主人のように環境と関わることが出来
るように、物的環境とどのように関わると良いの
かを教師は子どもたちに伝えなければならない。
こうして、子ども自身が愛情を持って環境と接す
ることが出来るようになる。
自然環境も同様である。天地万物の創造主（神）
の人類に対する愛の深さや、全てのものに行き届
いている調和の取れた法則（秩序）を読み取り、
自然の一部である人間はどのように自然と共生し
ていくと良いのか、今しなければならない事は何
か、何が出来るのかを考える事は急務である。現
代に生きる人間の課題として、子どもたちも身近
な生活を通して地球環境と繫がっていく為に、教
師が良いモデルとなるよう求められている。
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幼稚園教育要領に、「幼稚園教育は、……幼児の
特性を踏まえ、環境を通して行うものであること
を基本とする」とある。
順応性や適応性に富んでいる子どもたちは、環
境から多くのものを吸収し成長していく。子ども
の吸収するエネルギーは、大人の想像を遙かに超
えるものとも言われる。
それだけに、良く考えられ良く準備された環境
に於いては、子どもが主体的に行動し、いきいき
とした園生活が展開されている。
その様な教育環境の中では、「子どもに～させ
る」という表現ではなく、「子どもが～する」とい
う表現で生活・活動が語られている。
幼稚園に於いて、環境を創り出すのは教師の重
要な務めである。その環境の中で一日を過ごした
子ども一人ひとりが、「今日も楽しかった（良い一
日だった）、また明日会おうね」と、翌日への期待
を込めてその日を終える事が出来るなら、何と幸
いなことだろうか。
子どもたちにとって、ひいては子どもたちの家
族にとって、その日が良い一日になるよう心を遣
いながら環境づくりを行うことは、大変やり甲斐
のある仕事だと思う。
環境づくりに関わる仕事は、手間が掛かったり、
面倒に感じることもあろうが、子どもたちが充実
した一日を過ごす為に教師が果たす役割は大きい。
それぞれの園は特色を生かしつつ、子どもたちが
生きる喜びを味わえる園生活を実現する為に、愛
情を込めて生き生きとした環境を創り出していっ
て頂きたい。
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注
ⅰ表１：７園の概要
ⅱ表２：幼稚園の一日（午後保育の場合）（Ｂ園の例）
幼稚園の一週間（Ｃ園の例）
ⅲ表３：お泊まり会スケジュール（Ｄ園の実践例）
ⅳ表４：クッキング『カルピス』（Ｅ園の実践例）
ⅴ表５：クッキング『ロールサンドウィッチ』（Ｇ園
の実践例）
ⅵ表６：食卓当番活動（Ｆ園の実践例）
ⅶ表７：生活動作の提示『ワンポイントレッスン』
（Ａ園の実践例）
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